




76 IHI �U�C�yVol.54  No.1 ( 2014 )

この対策として，後部伝熱面計画において，① バンク高
さの制限によるスートブローイング効果の向上 ② 伝熱面
間隔のワイドピッチ化 ③ 後部伝熱面低温部の通過ガス流
速の上昇による微粒子灰の付着防止，といった各種配慮を
行った．

2. 2. 3　高蒸気条件対応

火炉・伝熱面計画での PRB 炭専焼対策のもと，日本国
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炭としてアメリカ国内産炭である PRB 炭を燃料炭として
いるが，瀝青炭との比較として，高水分・低発熱量・低灰
融点といった性質は，PRB 炭に限らず一般的な亜瀝青炭
に共通した性質である．このことから，ファウリング・ス
ラッギングへの対策など，これらの PRB 炭専焼ボイラに
おいて適用された設計上の配慮事項は，広く国内外の亜瀝
青炭専焼ボイラに適用可能である．よって，本プロジェク
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